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第 282 回（第 18 期第 11 回） 日本知能情報ファジィ学会 理事会議事録 

 
日時： 2025 年 3 月 7 日（土） 10:00〜12:00 
場所： オンライン開催（Zoom） 
出席者（敬称略）： 

中嶋（会⻑），井⽥（副会⻑），村⽥（副会⻑），小橋（事業・研究推進）， 
生方（財務・会計），武⽥（規程・選奨），川中（大会デザイン）， 
吉⽥（会員コミュニケーション），円谷（DE&I 推進），井上（財務・会計監事），森（総務） 

欠席者（敬称略）： 
柴⽥（会誌），畑（将来構想），関（事業監事） 

【審議事項】 
1． 第 281 回理事会の議事録の確認（資料 282-S1：森） 
 前回理事会議事録の内容について確認を行い，承認された． 
 
2． 事務局業務の負担軽減に関して（資料 282-S2-1：森） 
• 事務局業務の負担軽減に向けて，業務改善案を事務局から提案いただいたため，それぞれの改善案

の導入について審議を行った． 
• 会計システムの導入について（資料 282-S2-2，資料 282-S2-3） 

 月次決裁の手続きについて，会計システムの導入を検討したいという提案があった． 
 現状の月次決算資料作成にかかっている費用と値上げ後の費用の比較を確認したうえで，会計

システムの導入に向けて進めていくことが承認された． 
• 月次決算報告の頻度について 

 月次決算報告の頻度を減少させたいという提案があった． 
 会計システムの導入後，システム等の仕様などを確認しながら頻度減少に向けて進めていくこ

とが承認された． 
• 学会誌の謝礼支払い方法の変更と頻度の変更について（資料 282-S2-4） 

 学会誌の謝礼を電子ギフトに変更したいとの提案があった．また，支払い手続きを都度行って
いるが，四半期に 1 回手続きを行うなど，まとめて処理を実施できるように変更したいとの提
案があった． 

 理事会に先立ち編集委員会にて議論した結果，電子ギフトに変更という方針で同意は取れたが
現行の手数料と電子ギフト化した際の手数料については事前に比較検討したい，支払いの頻度
については年間 2 回（2 月と 8 月）への変更でも問題ないという内容で同意が得られた． 

 上述の内容で進めていくことが理事会においても承認された． 
 謝礼の支払い頻度の変更に伴って，「事務局手続きの関係で謝礼の支払いが〇月ごろになる」と

いうことを編集委員会から謝礼の対象者に伝えておいた方がよいという意見があった． 
• 「ジフリくん」による年会費の継続支払いの廃止について 

 「ジフリくん」を利用した継続支払いを廃止したいという提案があった． 
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 「ジフリくん」を利用した継続支払いについては廃止するということで承認された． 
 現状「ジフリくん」を利用している会員に向けてはクレジットカードによる都度支払いや PayPal

による継続支払いなどの他の支払い方法について案内を進める． 
• 会員数報告書式の更新について 

 会員数報告に利用しているエクセルの書式を更新したいとの提案があった． 
 書式の更新を進める方針で承認された．書式の更新案が完成次第改めて確認を行う． 

• 退会申請の手続き更新 
 退会申請に利用しているエクセルの書式を更新したいとの提案があった． 
 書式の更新を進める方針で承認された．書式の更新案が完成次第改めて確認を行う． 

• 入会申請の手続き更新 
 入会申請にフォームを利用しているが，会員管理システム（シクミネット）の入会申請機能に

手続きを更新したいとの提案があった． 
 会員管理システム（シクミネット）の入会申請機能に手続きを更新する方針で承認された． 
 学生会員の会費無償化に関連して，正会員からの推薦や学生証の入力などの機能に対応できる

か確認を行う． 
• その他 

 会員管理システムとして利用しているシクミネットが旧バージョンとなっているため，更新費
用や機能を確認しながら，新バージョンへの更新を検討する． 

 
3． 2025 年度日本知能ファジィ学会奨励賞について（資料 282-S3：武⽥） 
• FSS2024，FAN2024，SCIS&ISIS2024 で 2 名ずつ計 6 名の日本知能情報ファジィ学会奨励賞の候補

者が推薦され，承認された． 
 
4． 特別会員について（2 名＋1 名（メール審議済））（資料なし：井⽥） 
• 特別会員の申請者について確認を行い，3 名（うち 1 名はメール審議にて承認済み）が特別会員とな

ることが承認された． 
 
5． SCIS&ISIS2026 開催担当支部 （資料なし：小橋） 
 SCIS&ISIS2026 の開催担当支部として関東支部が担当することが承認された． 
 
6． 事業報告・事業計画のお願い （資料なし：小橋） 
 事業報告，事業計画の作成について依頼中（締め切り：3 月 14 日）であることが報告された． 
 
7． 学生会員の年会費無料化に関する検討 (資料 282-S7：生方) 
 学生会員の年会費を無償化した場合の収入のシミュレーションについて説明が行われた． 
 学生会員の年会費の無償化により，学生会員 16 名分（年会費 5000 円）の 8 万円の減収と，サイト

会員 30 名分（オプション費用 10,000 円）の 30 万円の減収となり，合計 38 万円の減収となる見込
みである． 
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 FSS と SCIS の学生参加費を変更することで減収分を補填できることをシミュレーションで確認し，
この方向性で進めていくことが承認された． 

 これまでサイト会員で多数の学生を学会に参加させていた会員からすると，学生会員の無償化によ
り参加費が増加してしまうため，団体割りなどの制度を検討してもよいのではないかと意見があっ
た． 

 非会員の参加費は課税，会員の参加費は不課税としているためこの点に関する料金設定も検討して
おいた方がよいとの意見があった． 

 
【報告事項】 
1． 事業委員会規定の文言修正について（資料 282-H1-1，資料 282-H1-2：武⽥） 
 第 281 回理事会（第 18 期第 10 回）にて承認された事業委員会規定について，一部文言の修正が行

われたことが報告された． 
 
2． FSS2024 開催報告，FSS2025 準備状況について（資料 282-H2-1：川中） 
 FSS2024 の開催報告と FSS2025 の準備状況について報告された． 
 FSS2025 については，2025 年 9 月 3 日〜5 日にくまもと県⺠交流館パレアで開催予定であることが

報告された． 
 
3． JSAI との連携企画について（資料 282-H3-1：中嶋） 
 人工知能学会との連携企画について下記の通り実施予定であることが報告された． 

 学会誌「人工知能」：特集「AI とファジィの接点（仮）」 第 40 巻第 3 号（2025 年 5 月予定） 
 人工知能学会 全国大会 企画セッション：「AI におけるソフトコンピューティングの役割と

未来」 
 
4． ファジィ関連国際雑誌の予約購読について（資料なし：井⽥） 
 ファジィ関連国際雑誌の購読サービスについて値上げが行われたことが報告された．（メール審議済

み） 
 購読者数が若干減少したことが報告された． 
 
5． 支部の検討について（資料なし：小橋） 
 FSS や SCIS などの開催を担当できる支部が限られてきているため，支部の再編などについて今後検

討していく必要があることが報告された． 
 
【その他】 
1. 第 36 回総会の開催について 
 開催日時：2025 年 6 月 28 日（土）14:00〜15:30 
 開催場所：大阪公立大学文化交流センター（ハイブリッド開催） 

大阪市北区梅⽥ 1-2-2-600 大阪駅前第 2 ビル 6 階 
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2. 次回理事会について 
 日程案：2025 年 4 月 25 日（金）午前 10:00〜 
 場所：オンライン（Zoom） 
 
 

以上 


